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1. 通信仕様 

 

1.1. 概要 

本仕様書は以下製品マシンビジョン・カメラを外部制御するための通信仕様に関するものである。 

本通信仕様に対応する機種を以下に示す。 

 

製品名： EMVC-C303/C303C（VGA 白黒/カラー カメラリンクカメラ） 

     EMVC-C803/C803C (XGA 白黒/カラー カメラリンクカメラ) 

 
 

1.2. 通信方式 

UART（RS232C 規格準拠） 

 

1.3. 通信設定 

 

ボーレート 38,400bps 

データビット 8bit 

パリティ なし 

ストップビット 1bit 

フロー制御 なし 
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1.4. 通信フォーマット 

 送信フレームフォーマット（コントローラ⇒カメラ） 

SOF 

(8bit) 

デバイスコード

(6bit) 

リード/ライト 

(1bit) 

ページ設定 

(1bit) 

コマンド番号

(8bit) 

データ部長 

(8bit) 

データ部 

(W:指定 byte) 

(R:1byte) 

EOF 

(8bit)

 受信フレームフォーマット（カメラ⇒コントローラ） 

(ライト時) 

SOF 

(8bit) 

データ部長(00H)

（8bit） 

受信コード

(8bit) 

EOF 

(8bit)

(リード時) 

SOF 

(8bit) 

データ部長 

(8bit) 

データ部 

(指定 byte) 

EOF 

(8bit)

 

SOF フレームの先頭を表す。常時 02H。 

デバイスコード コントローラとの通信先を表す。 

カメラのデバイスコードは”000000”。 

その他は周辺機器。 

リード/ライト コマンド番号に対してリードするかライトするかを指定する。 

０：リード 

１：ライト 

ページ設定 コマンドのページ指定。 

０：レジスタに対してのアクセス。 

リード）コマンド・レジスタから現在の設定値をリードする。 

ライト）コマンド・レジスタにデータを設定する。 

ＥＥＰＲＯＭにデータは保存されない。 

１：ＥＥＰＲＯＭに対してのアクセス。 

リード）ＥＥＰＲＯＭから保存値をリードする。 

ライト）ＥＥＰＲＯＭにデータ（デフォルト値として）を保存する。 

ＥＥＰＲＯＭにデータ保存後に受信コード“０１Ｈ”を返信する。 

データ保存中（処理時間：（5msec./byte）×データ長）のコマンドは拒否され、そ

の場合は受信コード（ＢＵＳＹ）“０７Ｈ”を返信する。 

コマンド番号 送受信されるデータの内容を表す。 

データ部長 データ部の長さをバイト単位で表す。 

受信フレーム： 

ライト時のデータ部長は“００Ｈ”固定とする。 

エラー応答時のデータ部長も“００Ｈ”固定とする。 

送信フレーム： 

リード時のデータ部は１byte のダミーデータとし、その値は参照しない。 

データ部 コマンドに応じたライト（リード）値を表す。 

EOF フレームの終了を表す。常時 03Ｈ。 

受信コード 送信されたコマンドに対しての結果を表す。 

０１Ｈ：受信正常（ＡＣＫ） 

１０Ｈ：受信異常（ＮＡＣ） 

１１Ｈ：周辺機器との通信異常 

０７Ｈ：（カメラ処理中）ＢＵＳＹ 
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1.5. カメラ制御コマンド 

コマンド番号（コントロール・レジスタ）機能一覧表 

※ 各コマンド番号のデータ単位は１バイト（8bit）とする。 

※ 表中“EEPROM”項はコマンドデータの EEPROM への保存の可否（○×）を示す。  

電源投入によりコマンドデータは EEPROM の保存値で初期化される。 

 

コマンド番号 Ｒ／Ｗ EEPROM 機能 

００Ｈ Ｒ × 機種コード（8bit：D[7..0]） 

０１Ｈ Ｒ × ハードウェア・バージョン（8bit：D[7..0]） 

０２Ｈ Ｒ × ファームウェア・バージョン（16bit：D[15..8]） 

D[15..12]：整数部、D [11..8]：小数第１位  

０３Ｈ Ｒ × ファームウェア・バージョン（16bit：D[7..0]） 

D[7..4]：小数第２位、D[3..0]：小数第３位 

０４Ｈ Ｒ／Ｗ ○ シリアル・ナンバー（32bit：D[31..24]） 

D[31..28]：０  、D[27..24]：７桁目 

０５Ｈ Ｒ／Ｗ ○ シリアル・ナンバー（32bit：D[23..16]） 

D[23..20]：６桁目、D[19..16]：５桁目 

０６Ｈ Ｒ／Ｗ ○ シリアル・ナンバー（32bit：D[15..8]） 

D[15..12]：４桁目、D[11.. 8]：３桁目 

０７Ｈ Ｒ／Ｗ ○ シリアル・ナンバー（32bit：D[8..0]） 

D[ 7.. 4]：２桁目、D[ 3.. 0]：１桁目 

０８Ｈ Ｒ／Ｗ ○ カスタマコード 

０９－０ＤＨ Ｒ／Ｗ ○ 予約 

０ＥＨ Ｒ／Ｗ ○ デジタルゲイン出荷調整値 BACK UP  （8bit：D[7..0]） 

０ＦＨ Ｒ／Ｗ ○ ゲインオフセット出荷調整値 BACK UP（8bit：D[7..0]） 

１０Ｈ Ｒ／Ｗ ○ カメラ・モード１（8bit：D[7..0]）  

１１Ｈ Ｒ／Ｗ ○ カメラ・モード２（8bit：D[7..0]）  

１２－１ＦＨ Ｒ／Ｗ ○ 予約 

２０Ｈ Ｒ／Ｗ ○ 電子シャッタ露光時間Ｈ単位制御（16bit：D[7..0]） 

２１Ｈ Ｒ／Ｗ ○ 電子シャッタ露光時間Ｈ単位制御（16bit：D[15..8]） 

２２Ｈ Ｒ／Ｗ ○ 電子シャッタ露光時間ＣＬＫ単位制御（16bit：D[7..0]） 

２３Ｈ Ｒ／Ｗ ○ 電子シャッタ露光時間ＣＬＫ単位制御（16bit：D[15..8]） 

２４Ｈ Ｒ／Ｗ ○ 任意パーシャル開始ライン（16bit：D[7..0]） 

２５Ｈ Ｒ／Ｗ ○ 任意パーシャル開始ライン（16bit：D[15..8]） 

２６Ｈ Ｒ／Ｗ ○ 任意パーシャル有効ライン数（16bit：D[7..0]） 

２７Ｈ Ｒ／Ｗ ○ 任意パーシャル有効ライン数（16bit：D[15..8]） 

２８Ｈ Ｒ／Ｗ ○ トリガ遅延時間（8bit：D[7..0]） 

２９－２ＦＨ Ｒ／Ｗ ○ 予約 

３０Ｈ Ｒ／Ｗ ○ ＣＤＳゲイン（8bit：D[7..0]） 

３１Ｈ Ｒ／Ｗ ○ デジタルゲイン値（8bit：D[7..0]） 

３２Ｈ Ｒ／Ｗ ○ ゲインオフセット値（8bit：D[7..0]） 

３３－３７Ｈ Ｒ／Ｗ ○ 予約 

３８Ｈ Ｒ／Ｗ ○ クランプレベル（8bit：D[7..0]） 

３９－３ＤＨ Ｒ／Ｗ ○ 予約 

３Ｅ－３ＦＨ Ｒ／Ｗ ○ ホワイトクリップレベル 

４０Ｈ Ｒ／Ｗ ○ ＣＤＳ／ＡＤ制御レジスタ０(16bit：D[15..8]) 

４１Ｈ Ｒ／Ｗ ○ ＣＤＳ／ＡＤ制御レジスタ０(16bit：D[7..0]) 
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４２Ｈ Ｒ／Ｗ ○ ＣＤＳ／ＡＤ制御レジスタ１(16bit：D[15..8]) 

４３Ｈ Ｒ／Ｗ ○ ＣＤＳ／ＡＤ制御レジスタ１(16bit：D[7..0]) 

４４Ｈ Ｒ／Ｗ ○ ＣＤＳ／ＡＤ制御レジスタ２(16bit：D[15..8]) 

４５Ｈ Ｒ／Ｗ ○ ＣＤＳ／ＡＤ制御レジスタ２(16bit：D[7..0]) 

４６Ｈ Ｒ／Ｗ ○ ＣＤＳ／ＡＤ制御レジスタ３(16bit：D[15..8]) 

４７Ｈ Ｒ／Ｗ ○ ＣＤＳ／ＡＤ制御レジスタ３(16bit：D[7..0]) 

４８－７７Ｈ Ｒ／Ｗ ○ 予約 

７８Ｈ Ｒ／Ｗ ○ テストパターン選択 

７９Ｈ Ｒ／Ｗ ○ 画像エフェクトモード制御 

７ＥＨ Ｒ／Ｗ ○ ファームウェア・バージョン照合データ（16bit：D[15..8]） 

D[15..12]：整数部、D [11..8]：小数第１位  

７ＦＨ Ｒ／Ｗ ○ ファームウェア・バージョン照合データ（16bit：D[7..0]） 

D[7..4]：小数第２位、D[3..0]：小数第３位 

８０Ｈ Ｒ／Ｗ × ＥＥＰＲＯＭ制御レジスタ 

８１－ＥＦＨ Ｒ／Ｗ × 予約 

Ｆ０Ｈ Ｒ／Ｗ × 検査モード(通常：０固定) 

Ｆ１Ｈ Ｒ／Ｗ × 検査モード(通常：０固定) 

Ｆ２－ＦＥＨ Ｒ／Ｗ × 予約 

ＦＦＨ Ｒ／Ｗ × コントローラ出荷検査用 
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1.6. コマンドの詳細 

※ 表中の（VGA）表記は VGA：EVCM-C303/C303C のみで有効なコマンドです。 

コマンド番号 

(16 進数) 

詳細 

０ＥＨ： 

DGB_BK[7..0] 

【デジタルゲイン出荷調整値 BACK UP】 

デジタルゲイン値（コマンド番号３１Ｈ）の出荷調整値復旧用ＢＡＣＫ ＵＰデータ 

０ＦＨ： 

GOFS_BK[7..0] 

【ゲインオフセット出荷調整値 BACK UP】 

ゲインオフセット値（コマンド番号３２Ｈ）の出荷調整値復旧用ＢＡＣＫ ＵＰデータ 

１０Ｈ： 

MOD1[7..0] 

【カメラ動作モード設定１】 

カメラ動作モードを設定する。レジスタ内のビットマッピングは下表に示す。 

 

D[7..0] 

 

                            

 

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Trigger Reset Mode 

000 : Non-reset 

001 : V-reset 

010 : SYNC-reset 

011 : Restart-reset 

Scan Mode 

0 : Full 

1  : Partial 

Trigger 極性 

0  : 正極性 

1   : 負極性 

Random Trigger Mode 

0  : Edge Preset 

1   : Pulse 幅 

長時間露光 Mode 

Binning Mode 

0  : Normal 

1   : Binning 

0  : OFF 

1   : ON 
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１１Ｈ： 

MOD2[7..0] 

【カメラ動作モード設定２】 

カメラ動作モードを設定する。レジスタ内のビットマッピングは下表に示す。 

 

D[7..0] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

２０Ｈ： 

SVR[7..0] 

 

２１Ｈ： 

SVR[15..8] 

【電子シャッタ露光時間Ｈ単位制御】 

電子シャッタ・スピードのプリセット値を設定します。送受信データ内の SVR[15..0]はシャッタ・スピー

ドの１Ｈ単位設定値を表す。 

※ 4095 以上の値が指定された場合は、4095 が設定される。 

設定値と実際のシャッタ・スピードの関係は 

シャッタスピード＝ SVR[15..0]×(１H周期) ＋ SHR[15..0]×(1CLK 周期) 

※ 設定値が 0の場合は１フレームの露光（電子シャッタ OFF）になる。 

 

２２Ｈ： 

SHR[7..0] 

 

 

２３Ｈ： 

SHR[15..8] 

【電子シャッタ露光時間ＣＬＫ単位制御】 

電子シャッタ・スピードのプリセット値を設定します。送受信データ内の SHR[15..0]はシャッタ・スピー

ドの１CLK 単位設定値を表す。 

※ １Ｈ有効画素数以上の値が指定された場合は、有効画素数が設定される。 

※ 最短シャッタスピード設定： 

SVR[]＝0 設定においては 306 以下の値が SHR[]に指定された場合は 306 が設定される。 

設定値とシャッタ・スピードの関係を以下に示す。 

シャッタスピード＝ SVR[15..0]×(１H周期) ＋ SHR[15..0]×(1CLK 周期) 

２４Ｈ： 

PSR[7..0] 

 

２５Ｈ： 

PSR[15..8] 

【任意パーシャル開始ライン】 

パーシャルの開始ラインを任意に設定する。 

設定値とパーシャル開始ラインの関係を以下に示す。 

 パーシャル開始ライン＝設定値＋１ 

※ 有効ライン数以上の値が指定された場合は、有効ライン数が設定される。 

※ （PSR[]＋PWR[]）が有効ライン数（VGA:494）を越えた場合はフルラインスキャンになる。 

２６Ｈ： 

PWR[7..0] 

 

２７Ｈ： 

PWR[15..8] 

【任意パーシャル有効ライン数】 

パーシャルの有効ライン数（ライン幅）を任意に設定する。 

※ 設定値が 0の場合と（PSR[]＋PWR[]）が有効ライン数を越えた場合はフルラインスキャンになる。 

※ 有効ライン数以上の値が指定された場合は、有効ライン数が設定される。 

Partial Mode 

000 : FULL 

001 :１/２パーシャル  

002 :１/４パーシャル 

111 : 任意パーシャル 

    初期値 

DON’T CARE 

Frame Rate (VGA)  

00 : 60fps 

01 : 90fps 

10 : 30fps 

11 : 60fps 
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２８H： 

DLY[7..0] 

【トリガ遅延時間】初期値：DLY[7..0]＝0、設定範囲：0～31 

カメラにトリガが入力されてから露光開始までの遅延時間を設定する。 

設定値と遅延時間の関係は以下になる。 

遅延時間 ＝ 61CLOCK×DLY[7..0]   CLOCK＝ピクセルクロック 

３０Ｈ： 

PGA[7..0] 

【ＣＤＳゲイン】初期値：PGA[7..0]＝TBD、設定範囲：0～255 

ＣＤＳゲイン量（プログラマブル･ゲイン）を規定する。 

設定値とＣＤＳゲインの関係は以下になる。 

ＣＤＳゲイン ＝ 3.64＋0.132×(PGA[7..0]+GOFS[7..0]) (ｄB) 

※ GOFS[7..0]・・・コマンド番号３２Ｈの設定値

ＣＣＤ出力レベル基準のアナログ・ゲインは以下になる。 

アナログ・ゲイン ＝ プリアンプ（６ｄＢ）＋ＣＤＳゲイン 

３１Ｈ： 

DGB[7..0] 

【デジタルゲイン】初期値：DGB[7..0]＝出荷調整値（コマンド番号０ＥＨ） 

設定値と映像出力レベルの関係は以下になる。 

映像出力レベル＝(映像入力レベル－CLAMP[7..0])×(1+DGR[7..0]/128)+CLAMP[7..0] 

※ CLAMP[7..0]・・・コマンド番号３８Ｈの設定値

３２Ｈ： 

GOFS[7..0] 

【ＣＤＳ・ＰＧＡゲインオフセット値】初期値：GOFS[7..0]＝出荷調整値（コマンド番号０ＦＨ） 

ＣＤＳ・ＰＧＡに設定される値は以下になる。 

ＰＧＡ設定値 ＝ PGA[7..0]+GOFS[7..0]     （設定値は２５５で制限） 

※ PGA[7..0]・・・コマンド番号３０Ｈの設定値 

３８Ｈ： 

CLAMP[7..0] 

【クランプレベル】初期値：CLAMP[7..0]＝9、設定範囲：0～31 

クランプレベル（黒信号レベルのクランプ値）の値をデジタルコードでいくつに設定するかを決める。 

設定値と実際のクランプレベルの関係は以下になる。 

クランプレベル ＝ CLAMP[7..0]×2＋14 

※ 31 以上の値が指定された場合は、31 が設定される。 

７８Ｈ： 

TESTP[7..0] 

【テスト・パターン出力選択】初期値：TESTP[7..0]＝00H 

設定により、以下のテスト・パターンを出力する。 

TESTP[7..0]:  00H・・・カメラ映像 

01H・・・グレイスケール 

02H・・・ランプ波形 

03H・・・１００％WHITE 

04H・・・WHITE クリップレベル 

05H・・・カラーバー（RGB BAYER） 

OTHERS・・・BLACK 
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７９Ｈ： 

EFFCT[7..0] 

【画像データ特殊効果選択】初期値：EFFCT[7..0]＝00H 

EFFCT[7..0] D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定により、出力映像に以下の特殊処理加工が施される。 

※１： EFFCT[5..0]  “000000”・・・ノーマル（映像スルー・処理無し） 

           “000001”・・・ポスタリゼーション（9bit 階調表現） 

           “000010”・・・ポスタリゼーション（8bit 階調表現） 

“000011”・・・ポスタリゼーション（7bit 階調表現） 

“000100”・・・ポスタリゼーション（6bit 階調表現） 

“000101”・・・ポスタリゼーション（5bit 階調表現） 

“000110”・・・ポスタリゼーション（4bit 階調表現） 

“000111”・・・ポスタリゼーション（3bit 階調表現） 

“001000”・・・ポスタリゼーション（2bit 階調表現） 

“001001”・・・ポスタリゼーション（1bit 階調表現） 

“111111”・・・MSB－LSB 反転(検査用) 

７ＥＨ： 

FWVR[7..0] 

７ＦＨ： 

FWVR[15..8] 

【ファームウェアバージョン照合】初期値：FWVR[15..0]=ファームウェアバージョン 

カメラ起動時に参照され、レジスタに保存されているデータがファームウェアバージョンと一致しないと

コマンド番号１０Ｈ～７ＦＨのＥＥＰＲＯＭ保存値が初期値（出荷設定データ）に初期化される。 

８０Ｈ： 【ＥＥＰＲＯＭ制御】初期値：E2P[7..0]＝00H 

E2P[7..0] D[7..0] D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

※１ EEPROM 書込制御 bit はコマンド実行後、内部処理により自動的に０クリアされる。 

※２ EEPROM の Read/Write アクセスと同期して、該当コントロール・レジスタも更新される。 

Ｆ０Ｈ： 【検査用レジスタ１】初期値：TEST1[7..0]=0 

TEST1[7..0] TEST1[7..0] D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

 

                            

 

 

    初期値 

EEPROM 書込制御 ※１ 

0 : 禁止 

1 : 許可 

EEPROM 同期ﾚｼﾞｽﾀ更新 ※２

0 : 禁止 

1 : 許可 

ＳＰ端子信号選択 

000 : 未使用 

001 : ＳＰ端子テスト 

Effect Mode[7] 

0 : Normal 

1 : Nega(bit 反転) 

Effect Mode[5..0] 

00-3FH: Effect ※1 

DON’T CARE 
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Ｆ１Ｈ： 【検査用レジスタ２】初期値：TEST2[7..0]=00H 

TEST2[7..0] TEST2[7..0] 

WRITE D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

READ 

  

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

SP1 出力値設定 

SP1 入出力

0 ：

1 ：

方向設定 

出力 

入力 

SP2 出力値設定 

SP2 入出力方向設定 

0 ：出力 

1 ：入力 

SP3 出力値設定 

SP3 入出力方向設定 

0 ：出力 

1 ：入力 

SP4 出力値設定 

SP4 入出力方向設定 

0 ：出力 

1 ：入力 

SP1 ポート状態 

SP1 入出力制御ポート状態 

SP2 ポート状態 

SP2 入出力制御ポート状態 

SP3 ポート状態 

SP3 入出力制御ポート状態 

SP4 ポート状態 

SP4 入出力制御ポート状態 
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1.7. ＥＥＰＲＯＭへの設定値保存 

 

本カメラは設定値（コマンド番号ごとに設定したデータ）を内蔵のＥＥＰＲＯＭに保存することができる。電源

投入時にコマンドデータはＥＥＰＲＯＭの保存値で初期化される。 

 

データ保存の手順とカメラの動作を以下に示す。 

 

データ書き込みの手順 

 
① 通信にてコマンドレジスタのコマンド番号８０ＨのＥＥＰＲＯＭ書込許可ｂｉｔ（bit0）を’1’に設定

する。 

② 通信にて送信フォーマットのページ設定ｂｉｔを’1’に設定しコマンドを送信する。 

③ カメラは書き込み処理実行後、次の受信コードを返信する。 

 ０１Ｈ：正常終了（ＡＣＫ） 

 １０Ｈ：書き込みエラー（ＮＡＣ） 

 ０７Ｈ：書き込み処理中（ＢＵＳＹ） 

④ カメラの内部処理により、コマンド番号８０ＨのＥＥＰＲＯＭ書込許可ｂｉｔは‘０’にクリアされる。 

 

※ コマンド番号８０ＨのＥＥＰＲＯＭ書込許可ｂｉｔ（bit0）が’0’[書込禁止]の状態では 

データは保存されません。 
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                           エレクトロニクス事業部 

                           ＰＣコンポーネンツ事業チーム 
 

〒135-0016 

東京都江東区東陽 4-1-13 東陽セントラルビル 

TEL 03(3647)7230（ダイヤルイン） 

FAX 0120(077)343（フリーダイヤル） 

E-mail : fpc@misumi.co.jp 
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